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　　　　　　　　　　　新年明けましておめでとうございます
　会員ご家族はじめ、 岩手県、 県人会賛助会員皆様や関係者の温か

いご理解とご支援ご協力のもと、 会の 「原点である

親睦交流」 をはじめ、 諸事業活動が出来ました事

を、 心より感謝申し上げます。

　本年は 『ブラジル日本移民１１０周年』 の記念す

べき年であると共に、 私共の県人会は 『創立６０

周年 ・ 岩手県人移住１００周年』 を迎えます。

　記念式典開催は来る８月２６日 （日曜日）、 と既にお知らせ致しまし

たが、 改めてお知らせ致します。

　式典には、 県知事はじめ議会議長、 市町村長、 郷土芸能団、 報道

関係、 慶祝団皆様の参加が予定されております。 　

　式典開催に対し費用の経費捻出に皆様方からの、 募金や協力をお

願い申し上げます。 また、 実行委員会を立ち上げますのでご協力をお

願い致します。

　県人移民の高齢化や一世生存者も少なくなり。 県人会資料とし 60

周年記念誌発行を、 日、 ポ両語で準備致しております。

　内容は県人会の歴史 「あゆみ」 や、県人や子孫を綴る 「移住者編」、

( １９７１年発行誌は市内や地方、 州内、 他州在別に区分けされており、

この地域別表に加え、 ２次、 ３次調査では転住地など挿入、 家長 （祖

父や父名を添えております）、家族、構成、実家を巣立ちした子孫名等、

着伯年、乗船名、生年月日、出身地、入植地、安住を求めて転住など。 )

県費留学生 ・ 研修生名簿、 ６０周年記念式典編と纏めたいと考えてお

ります。

　現在移住者編を書出しておりますが、 調査紙が１９６０、 1970、

１９８０年代と数幾種もあり手間取っております。

　この移住者編は、 移住者子弟の二 ・ 三 ・ 四世のルーツ探しの一助

になるように CD にも収録し、 パソコンで調べられるようにしたいと考えて

おります。

　最後に、 会員ご家族や関係者皆様方の、 ご多幸をご祈念申し上げ、

新年のご挨拶と致します。 　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　　　　２０１８年１月　会長　千田　曠曉

　　ブラジル岩手県人会　

　　　　　　　　　　　　　会長　千田曠曉　様　県人会員ご一同　様

　新年明けましておめでとうございます。 今年は ､ 貴会の創立６０周

年記念に当たる年ですね。 心からお祝いを申し上げます。

　慶祝団も ､ 民謡協会の１０名の他になんとか１０名はお祝いに駆け

つけることが出来ればと事務をとり進めております。

　再会出来ますことを ､ 心から待っております。

　本年もどうぞよろしくお願いします。

　　　　　　　　　ブラジル県人会賛助会員の会　会長　　吉田　恭子　　

　　　賀　　状
　　岩手県知事

　　達増　拓也　様より
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　　　　　　　　   第 59 回定期総会
　　 59 ゜ Assembleia Geral Ordinaria ACA Iwate

　 ２０１８年１月２１日 （日） ブラジル岩手県人会第５９回定期総会が、

会館大サロンで開催された。

　はじめに多田孝則マウロ副会長より開会が宣言され、 先亡者への黙

祷　千田会長は、２０１７年度も会員や多くのボランティア　の協力により、

充実した会活動が行われた事に感謝した。

　議長には多田副会長を選出。 書記や議事録署名者任命、 出席者

出席者人員確認、

　２０１７年度事業では多田氏が各種事業を報告。 岩手県は遠野市か

らの要請で２０２０年東京オリンピック ・ パラリンピックのブラジル視覚障

害者５人制サッカー連盟 （CBDV） 事前調整地 『ホストタウン』 へ登

録された事を報告。 今後も CBDV 側の遠野市視察調整への協力も。

　昆野氏が会計を報告。 収入 R$ 208.334,82  支出 R$ 178.159,49. 

差引き R$ 30.175,33 が２０１８年度へ繰越された。 監査代表野村な

おみ さんから所感が述べられた、

　質疑応答は時になかった。 　　　　（次ページへ）　



　定期総会後、 交流会である 「新年会」 に 60 数名が参加し和

やかに祝賀会が行われた。

  千田会長は、 本年も会員間の親睦をはじめ、 交流事業への協

力をお願いし、 皆様のご健勝を祈念しますと挨拶。

　90 才の最高齢である、 モジ市在住の菊池達郎さんの音頭で

乾杯し、 祝賀会が行われた。

　料理は日本料理の仕出しで美味しく頂いた。 また、 岩手の銘酒 ・

南部美人がふるまわれ、 カラオケも堪能し夕刻まで楽しく過ごした。

  

 

　

　

また、　当日は留研生 8 人が揃い遠くカンピーナスから比嘉カチアさん ( 旧

姓泉 ) も参加。 OB 同士の想い出に花が咲いたようで、 60 周年式典への

協力も話し合った。 （写真右下　ケーキを囲んで。 左から多田マウロ、 昆

野ワシントン、 比嘉カチア、 及川秀義、 山口長野セシリア、 川村岩上ゆり、

川村ネルソン、 岩上エリカの皆さん）　

　県人会も世代交代と継承問題で、 特に岩手県で勉学し祖父母の郷

里など、 身でをもって岩手を感じた方々に引継いで頂きたいと願ってい

ます。 　留研生同士で結ばれた川村夫妻の娘、 ミキ　カミラさんが留学

を希望したいと申し入れがあった。

　最後に、 北国の春を合唱し新年会を終え皆さん家路へと向かった。

　             この一年が良い年でありますように　！！

(　２　)

　     新 年 会  Shinnenkai　2018

　
総会を終えて

　２０１８年度事業計画では通常活動に、 ８月２６日開催

の県人会創立６０周年・県人移住１００周年記念式典や、

日本移民１１０周年記念事業への参加も盛込まれた。

　予算案では、 収支共Ｒ＄190.000,00 が示された。 理

事会提案で会費調整は据置きＲ＄100,00 とした。 ６０周

年創立式典開催にあたり、 予算案が示され、 県人会６０

年の歴史を網羅した記念誌 （仮題あゆみ編、 県人移住

者の調書編、 ６０周年記念式典編など） 作成についての

説明があり、 経費の募金をお願いした。

  また、 定款の一部変更の定義があり了承された。

　　

菊池達郎長老さんさんの音頭で乾杯　　　　　
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       59ª ASSEMBLEIA GERAL ORDINÁRIA E SHINNENKAI

   Foi realizado no dia 21/01 a 59ª Assembleia Geral Ordinaria e Shinnenkai 

com a presença de aproximadamente 60 associados.  Para presidir a mesa 
diretora, foi escolhido o Sr. Mauro Takanori Tada que conduziu os trabalhos, 
dando sequência a ordem do dia.  Foi apresentado o balancete anual pelo 
tesoureiro Sr. Washington Konno sendo: Total de Receitas R$ 208.334,82, 

Total de Despesas R$ 178.159,49 e Superavit de R$ 30.175,33.  

O orçamento para o ano de 2018 ficou fixado em Ｒ＄190.000,00.  

Após o encerramento da assembleia, foi realizado  Shinnenkai com 

almoço preparado pelo Buffet Amami e "kampai" pelo Sr. Tatsuro 

Kikuchi (Mogi das Cruzes) de 90 anos de idade.  Registramos 

também a presença de ex-bolsitas que este ano tem o grande 

desafio de realizar a cerimonia de comemoração dos 60 anos do 

Kenjinkai.

　写真上 総会風景



　県人会の動き 　10-11-12-1 月 2018

10 月３日　岩手日報紙上に県人会寄稿 ｢ 入植の歴史を伝える ｣ と、　

　　  会報１９７号の ｢ グァラパラ移住地入植５５周年 ｣ より抜粋掲載

☆　 会報１９７号を国内外へ発送

８　  石川県人会５５周年記念式典に多田副会長参加

１６  一関出身でサッカー視察の目的で村井将彌さん来館

１７　野口泰　新総領事歓迎会に会長参加

１９　秋田県人会南米交流会 ( 副知事、 議長、 随行員 ) に会長参加

２２　福島県人会１００周年式典に会長、 多田副会長参加

２９　和歌山県人移住１００周年式典に会長参加

11 月４日　菊地義治名誉会長に ｢ 旭日双光賞 ｣ 受賞の報あり

６　　東京首都大学　丹野清人　教授今年３回目の来館あり

１３　旅行中の訪問者、 野口伊勢蔵さん ( 徳島 ) 急逝の報に、 領事館　

　　　への通報。 住所不明だった妹さんを多田副 会長さんらが確認し知ら　

　　　せる .

１６　岩手県各市町村長、 賛助会員あて６０周 年招待状を発送

１８　現職警察官 ( 研修 ) ４名来館。 太鼓の若い人にアンケート調査

２６　長崎県人会５５周年式典に会長参加

12 月１日　総領事公邸で開かれた天皇誕生祝いに会長参加

７　　秋の叙勲者、 菊地義治氏 ( 岩手 ) 他２名のコロニア主催受賞祝い

     に会長参加。 ( 写真右　受賞者と感謝の意を述べる菊地さん）

９　　恒例の餅つき ( 餅米９０キロ ) あり、 好評で白餅完売

　　来館者数  月別　(1 階ホール利用者は含まれません）

　 ９月　３１６名、　　　　１０月　３６７名、

　１１月　３７５名、　　　１２月　３１９名、

　                          ２０１７年度年間来館者総計　　　　４. ０３３ 名

　図書利用 ・ ( 冊数 ・ 利用者数 )

　     ９月　　４５２ 冊 - ９1 名　　１０月　４８２ 冊 - １０４ 名

　     １１月　392 冊 - ９５ 名　　１２月　４１８ 冊 -   ８３ 名

　                    年間利用 総計　　　 ５. ６１１ 冊　　　　１. ２８３ 名

            会費納入者名  ９月２４日以降
　（会費請求ボレットの変更で会員の納税番号 (CPF) が必要になリまし

た。 遠方や県人会に来れない方は、 お手数ですが正確な氏名とＣＰＦ

番号、 電話番号など、 または e-mail : iwate@iwate.org.br でお知らせ

ください）　お知らせ頂ければ会費振込み用紙を発送させて頂きます。

９月２４日以降　猫塚　司 (Mori Nekozuka),

　１１月 藤村光夫 (Mitsuo Fujimura)、 平野ジョゼ　カルロス (Jose 

Carlos Hirano)、 村 松 弘 一 (Koiti Muramatsu), 久 保 和 子 (Kazuko 

Kubo)、 唐沢みつこイザウラ (Isaura Mitsuko Karasawa)、

高 橋 宏 二 カ ル ロ ス (Carlos Koji Takahashi)、 菅 原 英 一 (Eiichi 

Sugawara)、 飯塚のりこ (Noriko Iizuka.)、

１２月　及川公雄 (Kimio Oikawa 18)、 石川百合子ジュリア (Julia 

Yuriko Ishikawa-18、 栃沢国人 (Kunito Tochizawa)、

藤村光夫 (Mitsuo Fujimura) （2018） , 元柏えいじ (Eiji Motokashi)、

中 村 お さ お (Osao Nakamura) （2018）、 山 道 慶 大 (Yoshihiro 

Yamamichi) （2018）、 菊地義穂 （Yoshio Kikuchi）、 大泉後藤みち

え (Mitie Goto Ooizumi)、 袰岩毅オビード (Ovidio Takeshi Horoiwa)、

東ヴァネッサ (Vanessa Higashi)、 渡辺ミチ (Miti Watanabe)、 清水春

美リーナ (Lina Harumi Shimizu)、 千田輝海 (Teruumi Chida)、 黒沢百

合子 (Yuriko Kurosawa)、

　　 　　　 悲しいお知らせ　

菊地　満 さん　(Mitsuru Kikuchi, 行年 83 才、 花巻市、 １９３３年

移住 ) は、 ２０１７年　３月末に永眠されたと家族から知らあり

泉　政秀 さん　(Masahide Izumi, 行年７７才、 ) は、 ２０１７年１１

月２８日亡くなられました。 （留学生泉カチアさんの父）　 

川村　秀雄 さん　(Hideo Kawamura, ８９才、矢巾町、１９３５年移住 )

は２０１７年１１月２９日亡くなられました。 （研修生　ネルソンさんの父）

(　３　)

　２０１８年１月 千葉和枝 (Kazue Chiba)、 大森みどり (Midori 

Oomori)、 菊池透 (Tooru Kikuchi)、 千田曠曉 (Teruumi Chida-17)、

児玉道義ミルトン （Milton Mitiyoshi Kodama-17）、 国成精一ジュベ

ニルソン （Juvenirson Seiiti Kuninari）、 黒沢フジ (Fuji Kurosawa)

比嘉カチァ （旧姓泉 Katia Higa）、 小畑ともこ (Tomoko Obata)、 手

島おさむジョージ (Jorge Osamu Teshima)、 手島多田りょう子 (Ryoko 

Tada Teshima)、 岡田ダニエル (Daniel Okada)、 菊池達郎 (Tatsuro 

Kikuchi)、 亀ケ沢アメリコ (Americo Kamegasawa)、 岩上エリカ （Erica 

-17）、 田鎖満 (Mitsuru Takusari)、 長野長勇 (Choyu Nagano-17）、

山 口 セ シ リ ア (Cecilia Yamaguchi)-17)、 及 川 秀 義 (Hideyoshi 

Oikawa)、 川村益夫ネルソン (Nelson Masuo Kawamura)、 川村英雄

(Hideo Kawamura-17)、 岡本たかのり (Takanori Okamoto)、

武田春夫 (Haruo Takeda)、 高橋清 (IKiyoshi Takahashi-17)、

尾崎眞次、 (Shinji Ozeki)、 佐々木憲輔 (Kensuke Sasaki)、

佐々木憲次 (Kenji Sasaki) 、 千葉直義 (Naoyoshi Chiba)、 ★　氏名不

明者の振込、 和田司 (Tsukasa Wada)、　服部洋子 (Yoko Hattori), 

２月　橋本敏郎 (Toshiro Hashimoto). 吉田みちこ （Mitiko Yoshisa）

１０　忘年会 ・ 第６３回交流誕生会あり

29　県人会仕事納め

２０１８年１月３日　仕事始めで開館

１３　役員会開催、 議題は主に定期総会準備、

会計監査あり

16　久保ミエさん ( 旧姓　二瓶 ) の息子のセルジ

オさん来館。 家系につ　

　　　いての相談あり。 資料を提供

21　第５９回定期総会 ・ 新年会あり６０数名参加。

26　総会記録、 2017 年度会計簿、 家屋税登録のため会計士に提出

2 月 1 日　県連代表者会に会長出席



　　　

　

　食事が一段落し、 皆さんお待ちかねのビンゴを競い出た数字に一喜

一憂、 喜びや落胆の声が聞かれた。 また、 誕生者祝いやカラオケな

ど楽しんだ一日だった。

　Foi realizado no dia 10/12 a 64ª Confraternização de 
associados e Bonenkai de 2017.  Foi servido "Ozoni" como o moti 
preparado no dia anterior.  Realizamos a tradicional e divertidas 
partidas de BINGO, com diversos prêmios.  Neste dia foi feita 
homenagem ao Sr. Yoshiharu Kikuchi pelo prêmio de Honra ao 
Mérito recebido  em setembro no Japão.　　

　　12 月 9 日の餅搗きの翌 10 日、 12 時から会員餅より料理で 2017

年度の忘年会 ・ 第 64 回目の交流誕生会が行われた。

　千田会長は、 会員やボランティア皆さん協力のもと、 年度内の交流

会や諸事業が行われたことに謝辞を述べ、 2018 年 8 月 26 日に行わ

れる 「県人会創立 60 周年 ・ 県人移住 100 周年」 のため協力をお願

いした。 菊池達郎氏の音頭で乾杯。 食事会や久しぶりの再会や世間

話で賑った。

　県人会名誉会長 ・ 菊地義治氏が、 2017 年

度秋の叙勲 「旭日双光章」 を受賞した事を皆

さんに報告。 受賞した菊地さんは先輩方に教

えを請い、 皆さん方の力強い協力のもと、 諸

活動が出来たお陰と感謝を述べた。

　東京での受賞後郷里でも親戚や友人にも祝

福を受け、 達増岩手県知事さんとも接見し懇談。 知事から記念品を受

けたとの事。

　白餅を買いに来て餅搗に挑戦した男性 90 才は、 昔とっ

た 「杵づか」 を久しぶりに体験したと。 また、 通りがかりの

ルシアナさんは餅を食べたこともあったので、 どのように搗く

のかしらと見て実際餅搗きを体験。 ピサの生地つくりみたい

に感じたと。。

　今年も大勢のお客さんのお陰で、 予約や当日買いも合わせて完売し

た。また、餅搗きには老若男女多くのお手伝いを頂き感謝申し上げます。 　　

  Foi realizado no dia 09/12 (sábado) o tradicional Moti Tsuki 

do Iwate Kenjinkai.  Este ano foram batidos 90 kg de motigome  

colhidos na cidade de Registro, famoso por produzir um dos 

melhores motigome do Brasil.  Mais de 30 voluntários se 

revezaram no moti tsuki e também na produção dos bolinhos 

(shiro moti).  O cardápio para alimentação dos voluntários foi 

feijoada, feito com muito carinho e capricho pela nossa Chef 

Karin Aki Yaegashi.  Algumas pessoas que vieram prestigiar, 

como o Sr. Naito de 90 anos (foto) arriscaram na batida do moti.  

No total foram vendidos mais de 240 pacotes de 500g, um 

sucesso total.

(　4　)

   岩手県人会の白餅　好評で完売  
　               　Moti Tsuki 2017  

　12 月 9 日 （土）、 県人会恒例の 「餅搗き」 が行われ、 白餅は好評

で完売した。 餅米は産地レジストロから９０キロ購入。 前日夕刻に餅米

を洗い浸しておく。

　土曜日早朝から準備に取りかかり 10 時過ぎには餅を搗きはじめた。

昨年亡くなられた大崎孝行さんの奥さん娘さん （リリアン） も手伝いに。

娘さんは他の団体で

も 「合いの手」 よろしく

搗き手にあわせて息の

合ったタイミングを見せ

ていた。

　搗き終わった餅は、

餅切り機で同じ大きさに

切り、 丸めて干し、 袋

詰めと多くの方々の手

を経て、 予約者への袋

詰め、 また販売へとつ

ながった。

  　　　　　　　　　　
　　　忘年会 ・ 誕生会

   64ª Confraternização e Bonenkai  2018



　        風流山車、 商店街に映え　

                                      岩手町秋まつり開幕 
　 

  

 

(　5　)

    　　　　　岩手県人会創立 60 周年 ・ 県人移住 100 周年式典の協力を
 　　　　　　 Colaboração (Kifu) para Aniversário de 60 anos e Centenário da imigração de Iwate ao Brasil　　

　来る 8 月 26 日 ( 日曜日 ) 午前 10 時から、 55 周年を行った同じ

場所 Rua Thomaz Gonzaga 50, Liberdade São Paulo SP (Auditorio 

Sindicato dos Eletricitários de São Paulo) で行います。

( 注 ・ 日本側への案内は日本文化協会講堂 ) と、 ご案内致しましたが

都合で、 55 周年式典会場と同じ場所となりました。 ご了承下さい。

　今年は日本移民110周年記念諸行事が行われますが、皇室から「眞

子様」 が式典にご出席の予定です。

　我が岩手県人会では、 達増拓也県知事様、 県議会議長佐々木順

一様、 はじめ市町村長や郷土芸能使節団、 賛助会などから慶祝団を

お迎えして関連式典が行われます。

　新移住者が途絶えてから早や 40 年、 戦後移住者である一世も少な

くなり、 各県人会の多くは世代継承で２ ・ 3 世を中心に会活動が行わ

れています。

　一世が少なくなる現在、 周年特別企画として後世に残る日ポ両語の

「記念誌 ・ 県人会 60 年のあゆみ ( 式典等も ) や移住者篇」 を纏め、

移住者篇は、 CD に収録し移住者子弟孫世代まで、 検索出来る様に

したいと願っております。 ( 注 ・ 調査書は 1989 年頃までですが )

　式典開催への協力ですが、 式典関連や記念誌発行までの経費への

ご協力 ( 寄付金 ) をお願いするものです。

　近く事業案や予算案を添えて、 会員皆様のご協力お願いを発送させ

て頂きます。 　何卒ご協力のほどをお願い申し上げます。

　No dia 26/08/2018, realizaremos a Comemoração de 60 anos 

de Fundação do Iwate Kenjinkai e também o Centenário da chegada 

do primeiro imigrante de Iwate ao Brasil.  O local do evento será 

o mesmo onde foi realizado o aniversário de 55 anos, Auditório 

do Sindicato dos Eletricitários de São Paulo.   Contaremos com 

a presenção do ilustre Governador Takuya Tasso, Presidente da 

Assembleia Legislativa de Iwate Junichi Sasaki, comitivas e os 

artistas do Grupo de Minyo de Iwate.  Em comemoração a data 

está sendo escrito um livro em memória a todas as famílias que 

vieram  de Iwate ao Brasil.  Para a realização desta grandiosa 

festa, enviamos aos associados e ex-bolsistas, carta com pedido 

de colaboração (KIFU), explicando como pode ser feita a doação.

Contamos com a colaboração de todos, YOROSHIKU ONEGAI SHIMASU

                       

ふるさとだより ⑫ 記事提供　岩手日報社 Web Neus　

   岩手町秋まつり （実行委主催） は６日、 ３日間の日程で始まった。

迫力ある風流山車や郷土芸能が練り歩き、 地域を華やかに盛り上げて

いる。

　みこしと沼宮内七ツ踊りなどの郷土芸能に続き、 ５台の風流山車と北

上川清流太鼓の屋台車が、 沼宮内稲荷神社からいわて沼宮内駅前ま

での道のりを巡行。

町中心部の商店街が太鼓や笛の明るい音色に包まれ、 多くの住民が

見守った。

　７日は午後６時から合同パレード、 ８日はみこし還御などが行われる。

   【写真＝秋まつりを華やかに盛り上げる風流山車】 (2017/10/07)

　       金色の風、 全国デビュー　
       本県ブランド米、 のんさんＰＲ
　【東京支社】 本県最高級のオリジナル米 「金色 （こんじき） の風」

が１６日、 全国デビューした。 東京都の三越銀座店で行った式典では

「宣伝本部長」 を務める女優のん （本名 ・ 能年玲奈） さん （２４） が

金髪姿でＰＲ。 来年産米からの生産調整 （減反） 廃止を前にブランド

米競争が過熱する中、 知名度アップが課題の本県はＰＲの正念場を迎

えた。

　同店イベント会場で行った式典で、 達増知事は消費者ら約１３０人を

前に 「岩手の総力を結集して作った。 日本を代表するコメになってほし

いと願いを込めた名前のように、 全国に金色の風を吹かせたい」 と意

気込みを語った。

　のんさんも 「もっちりしていておいしいので皆さんに食べてほしい」 とア

ピール。 達増知事と農協関係者らが来場者にサンプル米（４５０グラム）

を配った。

　金色の風は本年度、 約５００トンの収穫を見込み、 ６割を県内、 ４

割を首都圏や中

京、 関西地区の

百貨店や米穀店

で順次販売する。   

【写真＝来店客に

金色の風をＰＲす

る （ 左 か ら ） 達

増 知 事、 の ん さ

ん、 県農協五連

の久保憲雄会長】

(2017/10/17)



    大物捕れた、 寒空に歓声　
                   宮古で鮭 ・ あわびまつり

（　６　)

       「おかえり山田線」 旗振り歓迎
                         　盛岡－宮古間再開

ＪＲ盛岡支社 （大内敦支社長） は

５ 日、 宮 古 市 門 馬 （ か ど ま ） で

２０１５年１２月発生した土砂崩れに

よる脱線事故で不通となっていたＪＲ

山田線上米内（盛岡市）―川内（宮

古市） 間 （５１ ・ ６キロ） の運行を

再開し、 盛岡―宮古間 （１０２ ・ １

キロ） が約１年１１カ月ぶりに結ばれ

た。 「おかえりなさい、 山田線」。 沿

線住民は内陸と沿岸を結ぶ待望の

鉄路復活に歓喜した。

　  事故は山田線松草―平津戸駅間で発生。 平津戸駅から２駅隔てた

陸中川井駅 （宮古市川井） 前では地域住民や川井小の児童ら約３００

人が横断幕を掲げ、白と緑色の２両編成の列車を歓声とともに見送った。

　同日は盛岡 （盛岡市）、 宮古 （宮古市） 両駅で記念セレモニーが

行われた。 盛岡駅には列車を一目見ようと家族連れや鉄道ファンが集

まり、 谷藤裕明盛岡市長が 「山田線は沿線住民に欠かせない生活の

足。 関係団体と連携を強め利用促進に努めたい」 とあいさつ。 午前

１１時２分発の宮古行き一番列車には約１４０人が乗り込み、 大きな警

笛を響かせながら出発した。

　山田線は盛岡―釜石間を走る１５７ ・ ５キロ。 震災で被災した宮古―

釜石間 （５５・４キロ） はＪＲ東日本が復旧した上で三陸鉄道 （宮古市）

に移管し、 １９年３月に再開する見込み。

【写真＝約１年１１カ月ぶりに運行を再開し、 沿線住民らに歓迎さ

れるＪＲ山田線の列車＝５日、 宮古市川井 ・ 陸中川井駅付近】

(2017/11/06)

　 宮古市田老地区の 「鮭 （さけ） ・ あわびまつり」 （田老観光イベント実行委

主催） は２５日から２日間の日程で、道の駅たろう隣接のイベント広場で始まっ

た。 水揚げ本番を迎えている秋サケのつかみ取りが人気を集め、 今後の大

漁に向けて浜を活気づけた。

　市内外の２７業者が出店。 時折小雪が舞う中、サケ汁が振る舞われたほか、

切り身を炭火で焼いた串焼きも格安で提供され、来場者は冷えた体を温めた。

　サケのつかみ取りでは、 参加者がプールを泳ぐ８０匹のサケを胴長と軍手姿

で器用に捕まえた。 川に遡上 （そじょう） したサケも新巻きザケ用に販売され、

雫石町の女性 （６０） は 「自分で塩加減を調節して毎年作っている。 正月に

家族みんなで味わいたい」と喜んでいた。 　２６日は午前９時～午後３時。 【写

真＝秋サケのつかみ取りに歓声を上げる子どもたち】 (2017/11/25)

ごろを最後

に 途 絶 え

て い た が、

住 民 ら が

２００３年に

復 活 さ せ

た。 【 写 真

＝花嫁を馬

に乗せ、 華

やかに練り

歩くむかさり

行列＝４日、   一関市厳美町】 (2017/11/05)

      懐かし麗し花嫁道中　一関 ・

                               厳美でむかさり行列

　一関市厳美町の伝統的な嫁入り行事、 むかさり行列 （厳美地域活

性化推進協議会主催） は４日、 同町で催され、 住民ら約１００人が華

やかに練り歩いた。

　２０１５年に結婚した東京都杉並区の飲食店店長 ・ 和久井聖也 （ま

さや） さん （２８） が花婿役、 妻桜華 （おうか） さん （２２） ＝同町出

身＝が花嫁役として参加した。 花嫁役を馬に乗せ、 長持唄に合わせて

市博物館を出発。 約７００メートルを３０分ほどかけて歩き、 厳美市民セ

ンターに到着した。

　「むかさり」 は婚礼や嫁入りを意味する言葉。 同行列は１９５５年

       津波で損壊の防波堤、

                  復旧近づく　釜石港湾口
　  

       

  国土交通省は２９日、 釜石市の釜石港で、 東日本大震災の津波で破

壊された防波堤の復旧工事を公開した。 防波堤は湾の入り口に設置さ

れ、 水深は最も深い所で６３メートル。 同省によると、 震災前の２０１０年

に 「最大水深が世界一の防波堤」 としてギネス世界記録に認定された。

　防波堤は完成が近づいており、 この日は船で 「ケーソン」 と呼ばれる

巨大な部材を運び込み、 クレーンを使って設置する作業が行われた。

同省釜石港湾事務所の下沢治所長は 「住民の安全を少しでも高めるた

め、 一刻も早く完成させたい」 と話した。

　防波堤は、 震災の津波で部材が押し流されるなどの被害が発生し、 国

交省が１２年２月、 復旧に着手した。 船が出入りする開口部を含めた全

長は約２キロに及び、 整備費は６５０億円。 来年３月に予定される完成

時には、 海面から高さ６メートルの堤防が顔をのぞかせる。 【写真＝東日

本大震災の津波で破壊された防波堤の復旧工事で運ばれる部材＝２９

日午前、 釜石市】 (2017/11/29)    



（　７　)

　   　氷筍、 神秘の美　久慈 ・
                 内間木洞で児童観察 
　久慈市山形町の県指定天然記念物 ・ 内間木 （うちまぎ） 洞で、 天井

から落ちる水滴が冷気で凍ってタケノコのように上へ伸びた 「氷筍 （ひょう

じゅん）」 が順調に育っている。

　今季は良く発達し、少なくとも２５０本が林立。大きいものは高さ約２・２メー

トル、 直径約１５センチに達した。

　７日は本年度いっぱいで閉校し、山形小に統合される同町の小国小 （花

輪直之校長） の全児童３人が観察に訪れ、 思い出の一ページを刻んだ。

　内間木洞は普段は非公開だが、 １１日は氷筍観察会が開かれる。 午前

１０時から午後２時まで現地で受け付ける。 無料。 駐車スペースが狭く市

教委は送迎バスの利用を呼び掛けている。 問い合わせは主催の市山形

市民センター （０１９４ ・ ７２ ・ ３７１１） へ。

【写真＝神秘的に直立する氷筍＝７日午前１１時２５分、 久慈市山形町

の 内 間 木

洞】

 (2018/

02/08)

　       新酒仕込み本格化　
      　　　　　　　二戸市 ・ 南部美人 　

  二戸市福岡の南部美人 （久慈浩介社長） で新酒の仕込み作業が

本格化している。

　地元の酒米 「ぎんおとめ」 を主とし、 折爪馬仙峡の伏流水をふんだ

んに使用する。 今季は９月下旬から作業が始まり、 １２月に入って朝の

冷え込みが厳しくなるにつれ、 ひんやりとした蔵で米を蒸す甑 （こしき）

と呼ばれる釜から白い蒸気がもくもくと立ち上る。

　蔵人 （くらびと） がスコップで蒸し米を掘り出し、 流れ作業で運び、 ゴ

ザを敷いた布の上に広げる。 ほのかに甘い香りが漂う中、 米の感触を

確かめながら温度が均一になるよう、 手でしっかりとまぜていく。

　温度を下げた蒸し米は麹室 （こ

うじむろ） で種麹 （たねこうじ）

を振り掛ける。 その後３回に分け

て米の量を増やしながらタンクへ

仕込み、 約１カ月で新酒が仕上

がる。 仕込み作業は来年の５月

まで続く。

【写真＝白い蒸気が上がる中、

蒸し米を手でほぐす蔵人たち】

(2017/12/06)

　歌の力で岩手を元気に－。 東日本大震災復興支援プロジェクト第７

回いわて紅白歌合戦 （岩手日報社、ＩＢＣ岩手放送、ノア主催） は２３日、

盛岡市盛岡駅西通の市民文化ホールで開かれ、 本県出身の歌手１０

組が古里復興を後押しする力強い歌声を響かせた。

　 約１４５０人が訪れ熱気あふれる会場に、

盛岡市の仙北小マーチングバンドクラブが元

気いっぱいの演奏で開幕を告げた。

　 白組主将の福田こうへいさんと紅組主将の

大沢桃子さんが 「岩手で歌えることに感謝

し、 真心込めて歌います」 と選手宣誓。 トッ

プバッターとして福田さんが 「北の出世船」、

大沢さんが 「幸せ恋来 （こいこ） い」 を熱

　　　　　
　　復興の熱唱、 年の瀬温か　いわて紅白歌合戦

唱した。

　続いて両軍合わせて１０組の出演者が、

民謡からポップスまで幅広い楽曲を繰り広

げた。 観客と審査員の投票で、 白組が２

年ぶり４度目の優勝を果たした。

　公演の様子は３１日午後３時からＩＢＣ岩

手放送が放映する。

【写真㊨＝圧倒的歌唱力で会場を盛り上

げ、 優勝を引き寄せた白組主将の福田

こうへいさん】

【写真㊧＝紅組のトップバッターを務め、「幸

せ恋来い」 で聴衆を魅了した主将の大沢桃子さん】 (2017/12/24)

　

　　　　　福田さん、 紅白で熱唱　地元も応援で盛り上げ

　【東京支社】 第６８回ＮＨＫ紅白歌合戦は３１日、 東京都渋谷区のＮ

ＨＫホールで開かれ、 盛岡市出身の歌手福田こうへいさん （４１） が２

年連続４度目の大舞台に立った。 福田さんは 「王将」 を力強く歌い上

げ、藤井聡太四段 （１５） の前人未到の公式戦２９連勝など、将棋ブー

ムに沸いた２０１７年の大みそかを盛り上げた。

　福田こうへいさんの地元、 盛岡市門前寺地区 （旧玉山村門前寺）

では、 福田こうへい門前寺後援会を組織して応援している近所の親族

や住民ら約５０人が、 集会所でテレビ観賞し声援を送った。

　午後８時すぎに福田さんが登場すると住民は笑顔で大声援を送り、

堂 々 と 「 王

将」 を歌い

上げた福田

さんを大きな

拍手でたた

えた。

【 写 真 ＝ 福

田こうへいさ

んに声援を

送る地元住民ら＝３１日、 盛岡市門前寺 (2018/01/01)



　　
　　ブラジル県人会が交渉支援　

　東京五輪　遠野市ブラジルのホストタウンに決定！

　 視覚障害者 5 人制サッカー ( ブラインドサッカー )

　　　　　　　　ブラジル代表の合宿誘致へ

　去る 7 月末 JICA 企業調査団で来伯した佐々木栄洋氏 ( 遠

野市 ) が、 ブラジル岩手県人会を通し、 ブラジル視覚障害

者スポーツ連盟(CBDV)本田市長の親書とＰＲビデオを持参。

　県人会では早

速、 多田、 田口

両副会長が親書

とビデオを携えＣ

ＢＤＶを訪問し要

請した。

　その間様々な交渉が行われ、 10 月にはＣＢＤＶ側から遠

野市へ選手団を覇権したい旨の公文書が届く。

　遠野市では 「東京５輪組織委員会へホストタウン」 に申請。 　　　　　　

　１２月、 五輪組織委員会からブラジル ・ ブラインドサッカー選手団

のホストタウンに決定と通知があった。

　現在もＣＢＤＶ側の遠野市視察について、 県人会を介して交渉中

である事をお伝えしたい。

   Associação Cultural e Assistencial Iwate Kenjinkai do Brasil  
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